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ユニバーサルデザイン
　ユニバーサルデザインとは、年齢、性別など
に関わらず、全ての人が使いやすいよう環境
整備するという考え方です。
　表紙の写真は、ユニバーサルデザインの自
動販売機を北勢中学校の生徒さんに車椅子に
乗って体験してもらった様子です。「誰にでも
使いやすいもの」を考えるためには、「人を思
いやる心」が必要です。相手の立場に立って、
自分たちにできる環境づくりはどんなものが
あるか、一緒に考えていきましょう。



　いなべ市では、平成29年より自治会内での話し合い、情報交換の場「福祉委員会」の設置
を推進しています。今回は、長きに渡って地域内での見守り活動、情報交換を行っている中
央ヶ丘みまもり委員会（大安町中央ヶ丘自治会）を取材しましたので紹介します。

頑張る地域の福祉活動！頑張る地域の福祉活動！

〇委員会を立ち上げた経緯を教えてください。
➡地域の心配な方について、地域包括支援センターに相談する機会が
あり、それをきっかけに地域での見守りについて考えるようになり
ました。
　定期的な見守りを行っていくためには、女性の意見も広く取り入
れていく必要があると思い、女性役員にも参加してもらいました。
アドバイザーとして社協にも参加してもらいながら「住民の良好
な生活の維持管理」を掲げ、平成26年６月に発足しました。

〇取り組んでいる活動について教えてください。
➡設立当初から行っているのが、常時相談ができる携帯電話の「みまもり110
番」です。他にも偶数月のみまもり会議、ひとり暮らしの方などを訪問する
「みまもり訪問」等も行っています。また、世代を超えた交流を目的に、気
持ちが「ほっ」とする場「Hot♥ほっと」を開催しています。これは将来的に
地域の担い手となる若い方がボランティア（得意なことを活かせる場）とし
て参加するきっかけになることも目指しています。

〇活動を続けていくなかで、地域内で変化や課題等はありましたか。
➡地域全体で見守り意識を高め、近所同士で気に掛け合いができるのが一番理
想ですが、なかなか難しいです。しかし、自治会役員が、役を降りた後もひ
とり暮らしの方の相談にのっている等、少しずつではありますが意識が高ま
っているように感じています。
　定期的に情報交換を行っていても、なかなか目の届かない情報もあります。
特に緊急時の状況把握は難しいので、より身近な人、組長等にも委員会の活
動を知ってもらうことが大切だと思っています。

〇福祉委員会での見守りや支え合いの必要性についてはどのように考えていますか。
➡いなべ市の自治会は世帯数や歴史も様々で地域の特徴もあるかと思
います。ただ、どの地域でも共通していることは、将来的に高齢化
が進んでいくということです。そのため、日頃の支え合いが今後さ
らに大切になると思いますし、自分の地域を振り返り、見直してい
く場としても福祉委員会の存在は大きいと思います。
　また、自治会や老人クラブなどが独自の見守りや安否確認を行って
いる地区は多いかと思いますが、これをそれぞれの問題と捉えず、
地域の課題として考え、共有していくための場が必要だと思います。

中央ヶ丘みまもり委員会

みまもり訪問

みまもり会議

Hot♥ほっと

委員長　瀧上正之さん
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食品ロス削減に向けた取り組み「もったいない」が「ありがとう」へ

第1回　  4月  終了
第2回　  8月  2日（月) ～   8月20日（金）
第3回　11月29日（月）～ 12月15日（水）
受付場所…いなべ市社会福祉協議会

（オレンジ工房あげき2階）
受付食品…常温保存できるもの／未使用・未開封のもの／

賞味期限まで1か月以上あるもの。

　お話を聞かせてもらい、女性や若い世代が参加しやすい工夫をされているのが印象的でした。
将来的なことを考えると、できるだけ多くの人に関わってもらうことが大事ですね。こういっ
た取り組みは、自分の地域のことに関心を持つきっかけにもなります。地域全体の意識が高ま
り、気に掛け合える関係が築けるといいですね。
　いなべ市では、令和７年までに全地区で福祉委員会の設置（118自治会）を目指しています。
これからも地域の皆様にお話を聞きながら、福祉委員会の良さや活動のヒントになるような取
り組みを紹介していきます。是非、参考にしてください。
《お問合せ》　地域福祉課　地域づくり係　担当：小川健、松岡、小川智、滝　☎41ｰ2945

生活支援コーディネーターより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　この取り組みは、家庭で食べきれない食品などを集めて、
必要な人に届ける食品ロスを減らす取り組みです。
　子どもから高齢者まで幅広く利用できる食堂『みんな食
堂』を実施しているボランティア3団体と協働して実施し
ています。
　令和3年度は3回実施を予定しています。第1回は4月
に実施し、2日間で100セットの食品を配布できました。
これからの取組みは下記のとおりです。

この事業で
取 り 組 む
S D G ｓ

食品募集

第1回　  4月　終了
第2回　  8月27日（金）、28日（土）10時～ 14時
第3回　12月17日（金）、18日（土）10時～ 14時
配付場所…いなべ市役所シビックコア棟
対　　象…食品ロス削減の取り組みに賛同いただけ方

生活や食事に困っている方 など
配付食品…1世帯1セット　無料　※各日とも先着順です

食品配布

《お問合せ》　いなべ市ボランティアセンター（地域福祉課）　担当：小川智、服部、辻　☎41ｰ2945
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保育支援者の募集保育支援者の募集

ベルマーク運動にご協力お願いしますベルマーク運動にご協力お願いします

トヨタ車体さんより手づくりバック（虫かご）をいただきました。トヨタ車体さんより手づくりバック（虫かご）をいただきました。

保育園の安心・安全な活動を強化するために、保育士の仕事を手助けする支援者を募集します。

　丹生川保育園保護者会が20年以上前から、ベルマーク運動を行なっています。
　ベルマーク運動は、食品や日用品についている鐘型のマーク（ベルマーク）を集め、教育設
備等の充実を図る社会運動です。一方で、設備等購入額の1割がへき地学校や被災校の支援
金になる仕組みです。
　一昨年は、数年かけて集めたベルマークで園児の乗用玩具を購入することができました。
　市民の皆様の温かいご協力が園児の笑顔につながります。ご
協力をお願いします。

　「交わる、繋がる・広がる」をモットーに地域に根差した工場を
目指すトヨタ車体いなべ工場さんより新入社員研修を兼ねた、保
育園でできる社会貢献活動についてご相談をいただきました。

　山郷保育園で「お散歩バッグ」がほしいという想いがあって、ボ
ランティア活動として作成をお願いしたところ、快く引き受けて
下さいました。こども達はメッセージ付きの気持ちのこもったお
散歩バックを下げて、草花や、木の実、虫を入れて、宝物にして
います。　
　ありがとうございました。
「お散歩バックを持って歩く園児たちの嬉しそうな姿を想い浮か
べながら作成しました。」と新入社員のみなさん。
休憩時間等を利用して作品づくりに取り組んでいただきました。

（ベルマークの収集について）
枠に沿って、切り取ってください。メーカーによって、分け
ていただく必要はございません。適当な袋等に入れて、下記ま
でお持ちください。

●保育士資格はあるけど、ブランクがあって不安な方
●保育士資格はないけど、保育園で子どもたちと関わりたいと思っている方
●これから保育士の資格取得を考えている方　など

（仕事の内容）
　石榑保育園・三里保育園・丹生川保育園・山郷保育園・員弁西保育園のいずれかの保育園で、
園外活動や午睡中の見守り、清掃、園芸など2時間程度の作業をおこなっていただきます。
※詳しくはホームページをご覧ください。
申込期間　7月1日（木）～ 7月16日（金）17時まで

《お申込み・お問合せ》　こども支援課　担当：勝野　☎41ｰ2947

丹生川保育園　いなべ市大安町丹生川中2109ｰ3　☎78ｰ2086

こんな方、
お待ちして
います！
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【こんなこともありました】

こころ 通信とこころ 通信とこころこころ 通信通信ホホ ととッッ

今回は大安町南金井にお住まいの小川右傳さん（89歳）をご紹介します。

小川さんは、午前はグラウンドゴルフ、午後は畑に行く日課を送りながら、本を読み、
川柳を趣味にして、たくさんの作品を作っています。

そんな晴耕雨読な暮らしを送る小川さんですが、約３年前
に畑で怪我をされ、膝の半月板損傷を患いました。膝の痛み
があり、外に出ることがおっくうになっていたため、屋内外
に手すりを設置しました。手すりがあることで、安心感を得
て、外出する楽しみを大きくすることができました。

【元気の秘訣は？】
小川さんに元気の秘訣を尋ねると「大きな声でしゃべって笑

うこと！」とはっきりと言われました。グラウンドゴルフも数
十年続けており、自分より若い世代の方とたくさん話して、体
を動かすことで気分が晴れ、より元気になれるそうです。

【地域包括支援センターより】
継続する、継続できるということは心身ともに健康でないと難しいことです。同世
代の方が少なくなる中、たくさんの方と交流して、体を動かす場があり、かつ習慣が
あることも素晴らしいですね。

川柳や読書は集中力を保ち、発想力を高められます。また、グラ
ウンドゴルフや畑仕事を通して、自然を感じて目的をもって体を動
かすことは元気を保つことに繋がっていると思います。運動や趣味、
社会交流をバランスよく取り入れることが大切ですね。小川さんの
ように、楽しく続けられる趣味や習慣を見つけたいものです。
これからも畑にグランドゴルフに川柳に忙しい毎日を楽しんで過

ごしてください。

川柳は、地区のサロンの広報誌に掲載したり、
コンクールで優秀賞を受賞するなどの腕前。川柳
を始めたのは、会社員時
代に上司から面白いから
やってみようよ！と誘わ
れたのがきっかけです。
それから30年以上続け
ています。

《こころホッと通信への掲載希望、お問合せ》　いなべ市地域包括支援センター　☎86ｰ7818
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心あたたまるたくさんの
  ご寄附をありがとうございました

令和3年5月20日までに
ご寄附いただいた皆さまです

オレンジ工房あげきへのご寄附オレンジ工房あげきへのご寄附オレンジ工房あげきへのご寄附オレンジ工房あげきへのご寄附
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伏見稲荷大社大安支部
松 本 清 治
伊 藤 克 二
筒 井 良 夫
佐 藤 隆 吉
近 藤 昌 代
西 脇 か づ ゑ
太 田 　 廣
佐 藤 清 貴
小 林 康 夫
岡 本 つ や 子
伊 藤 道 也
森 　 昌 二
児 玉 正 敏
太 田 正 隆
渡 邊 忠 佑 貴
生き生きグループサポート
い な べ

小 寺 文 夫
藤 田 秋 夫
葛 巻 美 之
伊 藤 公 喜
川 瀬 　 薫
伊 藤 正 弘
二 宮 俊 彦
藤 田 和 平
市 川 久 春
三 輪 正 秀
馬 場 成 菱
児 玉 広 道
岡 　 治 美
磯 村 浩 樹
岩 花 英 博
後 藤 省 司
萩 原 み ち 代
三重北農業協同組合T

善意のご寄附善意のご寄附善意のご寄附善意のご寄附

様
様
様
様
様

様
様

様

障がい者日常生活訓練事業「ＬＵＴＥ」後期訓練生募集

寄　附　者住 所 寄　附　者住 所 寄　附　者住 所

社協事業全般へのご寄附社協事業全般へのご寄附社協事業全般へのご寄附社協事業全般へのご寄附

保育園事業へのご寄附保育園事業へのご寄附保育園事業へのご寄附保育園事業へのご寄附

募集定員　4名
応募資格　市内在住で療育手帳（中・軽度）等をお持ちの方
訓練期間　令和3年10月～令和4年3月までの水・金曜日（1回2時間程度）
訓練内容　洗濯機や掃除機の使用方法、調理など
訓練場所　訓練生自宅、ナナイロハウス
申込方法　所定の申請書に必要事項を記入のうえ、オレンジ工房あげき1階に提出して

ください。

　日常生活訓練事業とは、中・軽度の知的障がいのある方等が、自宅で自立した生活が
できるよう、日常生活で必要な家事等を習得することを目的としています。
　支援員と一緒に訓練し、ご自身だけでできるようにしてみませんか？

四 日 市

片 樋

丹生川久下

奥 村

南 金 井

南 金 井

長 尾

奥 村

三重北農業協同組合
代表理事組合長　門脇孝
伊 藤 博 昭
渡 部 貞 介
新 貝 裕 司
木 村 達 也
匿名2名

伊 藤 一 哉
阿 部 　 聡

みかんクラブ

《お申込み・お問合せ》　障がい支援課　担当：廣島　☎72ｰ5130

ルート
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8月1日から9月30日までいなべ市社協イベントスケジュール

★四季の家　四季の家は誰でも自由にご参加いただける、つどいの場です。
　時間　9：30～
　会場　ふじわら：ふじわら高齢者生活支援センターいこい　
　　　　い な べ：員弁老人福祉センター
　　　　だいあん：イオン大安店 2階 大安ホール　
　　　　ほくせい：北勢市民会館
　※8：00の時点で気象警報（大雨警報、洪水警報、大雪警報）、地震に関する情報（地震注意情報）が
　　発令されている時は四季の家は休みます。

★一般相談の相談員は民生委員児童委員の方々です。事前予約は必要ありません。
　時間　13：00～16：00　　会場　北勢福祉センター 2階

《お問合せ・予約受付》　地域福祉課　☎41-2945

★弁護士・司法書士相談 は事前予約が必要です。
　時間　13：00～16：00（1人25分以内）
　会場　北勢福祉センター 2階
　担当　地域福祉課 団体支援係：伊藤、川瀬

秋分の日敬老の日

振替休日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

山の日

生活交流会

四季の家だいあん 四季の家ふじわら

弁護士相談

弁護士相談

一般相談

四季の家いなべ

四季の家いなべ 一般相談

司法書士相談

司法書士相談

四季の家だいあん

四季の家ふじわら四季の家だいあん

四季の家ふじわら

四季の家いなべ

四季の家ほくせい

四季の家ふじわら

四季の家いなべ

四季の家ほくせい

8月
弁護士相談

四季の家ほくせい

園庭開放
（三里保育園）

園庭開放
（石榑保育園、丹生川
保育園、山郷保育園）

園庭開放
（三里保育園）

園庭開放
（員弁西保育園）

園庭開放
（員弁西保育園）

9月

園庭開放
（石榑保育園、丹生川保育園）

園庭開放
（山郷保育園）
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この広報紙は、資源保護のため再生紙と環境に
やさしいベジタブルインキを使用しています。

※個人情報保護法の遵守により、事業の申込み等に記載いただいた情報は、その事業以外には一切使用いたしません。
〈この広報誌の発行にはいただいたご寄附、社協会費の一部を使用させていただいております。〉

編集・発行 社会福祉法人 いなべ市社会福祉協議会

いなべ市社協ケアプランセンター

〒511-0428　いなべ市北勢町阿下喜2624-2 オレンジ工房あげき隣
▶ケアプランセンター
　TEL 0594-82-1728 ／ FAX 0594-72-3147
▶介護支援課　ホームヘルパーステーション
　TEL 0594-72-7788 ／ FAX 0594-72-3147

〒511-0498　いなべ市北勢町阿下喜31 いなべ市役所内
▶地域包括支援センター
　　　TEL 0594-86-7818 ／ FAX 0594-86-7866
▶縁　TEL 0594-86-7817 ／ FAX 0594-86-7866
▶日常生活自立支援センター
　　　TEL 0594-86-7817 ／ FAX 0594-86-7866

〒511-0428　いなべ市北勢町阿下喜2624-2
▶総務課　　　　TEL 0594-41-2942 ／ FAX 0594-41-2943
▶こども支援課　TEL 0594-41-2947 ／ FAX 0594-41-2949
▶地域福祉課 地域づくり係・団体支援係
　　　　　　　　TEL 0594-41-2945 ／ FAX 0594-41-2949
　　　　　　 介護予防事業係
　　　　　　　　TEL 0594-41-2944 ／ FAX 0594-41-2949
▶障がい支援課　TEL 0594-72-5130 ／ FAX 0594-72-5162

オレンジ工房あげき

ふじわらデイサービスセンター
藤原町市場494-2
TEL0594-46-8007/FAX0594-46-8044

ひきこもり支援センター瑠璃庵
北勢町阿下喜974
TEL0594ｰ37ｰ0084/FAX 0594ｰ37ｰ7531

石榑保育園
大安町石榑南335
TEL/FAX0594-78-0245

三里保育園
大安町平塚535
TEL/FAX0594-78-1391

丹生川保育園
大安町丹生川中2109-3
TEL/FAX0594-78-2086

山郷保育園
北勢町其原818
TEL/FAX0594-72-2624

北勢子育て支援センターすこやかランド
北勢町其原818
TEL/FAX0594-72-8488

員弁子育て支援センターなかよしひろば
員弁町石仏1868-1
TEL/FAX0594-74-5829

員弁西保育園
員弁町石仏1868-1
TEL0594-74-4182/FAX0594-74-4192

石榑子育て支援センターはっぴい・はあと
大安町石榑南335
TEL/FAX0594-78-0246

至十社

至治田
北勢郵便局

GSGS

阿下喜小学校
北勢中学校

池

オレンジ工房あげき
ホームヘルパーステーション
ケアプランセンター

員弁街道

至
員
弁
町

至
藤
原
町

北勢福祉センター
北勢庁舎

（たんぽぽ作業所）

北勢市民会館

えにしえにし

いなべ市くらしサポートセンター縁
いなべ市地域包括支援センター

いなべ市社協ホームヘルパーステーション
いなべ日常生活自立支援センター

Facebook

ホームページ twitter

▶人口 … 45,270人　▶世帯数 … 18,833世帯　▶65歳以上 … 12,457人
▶高齢化率 … 27.5％　▶ボランティア登録者数 … 1,213人

数字で見るいなべ市の福祉
（令和3年6月1日現在）

◆対　　象　発達障がいと診断された方と付き添いの方
◆日　　時　令和3年9月5日（日）10：00～ 12：00
◆場　　所　北勢市民会館視聴覚室、和室（北勢町阿下喜3083ｰ1）
◆内　　容　バルーンアートづくり、風船を使ったゲーム、付き添いの方同士の交流会
◆定　　員　20名（先着順）
◆参 加 費　一人100円(当日徴収、付き添い無料)
◆申込締切　令和3年8月27日（金）

ご協力いただける方は、申込期日まで
にご連絡ください。

生活交流会ボランティアの募集について

障がい児・者生活交流会
生活交流会は

参加者やボランティア
との交流や仲間づくりを
目的に開催して
います。

《お申込み・お問合せ》　
地域福祉課　地域づくり係　担当：竹中・松岡　
☎41ｰ2945　　chiiki@inabewel.or.jp

　今回はバルーンアートづくりを通した交流会です。バルーンで作った花や剣などを使って、
みんなで一緒に交流しましょう。
　また、今回は付き添いの方同士の交流を行う時間も予定しております。みなさんと日頃の
思いについて、話してみませんか。

※参加の際はマスクの着用をお願いします。また、ご自宅にて体温を計測して頂き、発熱がある
場合や体調が優れないときは、参加をお控えください。ご協力のほどよろしくお願いいたします。


